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Abstract

 Monthly guides of the plants have been made in the Nagoya University Museum Botanical 

Garden. The records of the guides for April, 2008 – March, 2008 are presented here. The records 

include pictures of the flowers, fruits and/or the cuticles of the plant leaf surface, with reference to 

the distribution, characters, and/or utility of the 24 plants in the garden.

はじめに

　名古屋大学博物館野外観察園（以下，観察園とする）では毎月，「今月の観察園」という題でポス

ターを作成している．このポスターでは，その月の頃に花や実をつける植物を取り上げ，その分布や

特徴，効用などについて簡単な解説を載せている．花や実の写真を掲載すると同時に，花粉の電子顕

微鏡写真や葉の表皮部分など，一般の植物紹介では見られない写真を紹介しているのが，大学博物館

の観察園ならではのポスターと自負している．2006 年度のポスターは野崎（2007）に収録されてお

り，2007 年度のポスターをここにまとめて記録しておく．

2007 年度「今月の観察園」について

　2007 年度に取り上げた植物は毎月２種で，計 24 種である．毎月，１種については表皮部分を染色

したもの，すなわち，葉の裏の表皮細胞壁と気孔の形態（正確には，葉の裏側のクチン化した部分に

残った，表皮細胞壁と気孔の形態や模様）を紹介している．もう１種は有用植物を取り上げ，その効

用などを紹介している．表皮部分の観察方法は，Nishida & Christophel（1999）に倣った．植物の分

布や効用などの解説は，主に小学館「園芸植物大事典」（1994），平凡社「世界有用植物事典」（1989）

を参照・引用した．

　取り上げた植物の観察園における位置を図１に示した．なお，そのうちソラマメとアイは 2008 年

には栽培していない．また，アメリカアサ，ナタマメ，ヘビウリ，サフランは年によって栽培しない

場合があったり，栽培しても場所が変わったりするので，今後は位置が図１とは異なる可能性があ

る．

　今回紹介した 2007 年度版をはじめ，この３年間に作られた「今月の観察園」は，名古屋大学博物

館のホームページでも見ることができる（URL: http://www.num.nagoya-u.ac.jp/）．観察園全体や観

察園に生育する植物の概要については，吉野・手塚（2003）に詳しい．
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　最後に，ポスターには表皮部分について解説がないので，少しではあるが下記に説明を加えてお

く．

葉の表皮部分についての解説

テンジクメギ（４月）：この月のみ，葉の表と裏を紹介している（それ以降は，スペースの都合など

から裏側のみ）．多くの植物は，葉の表と裏で表皮細胞の形・模様が違い，また，気孔の有無でも

違いがある．テンジクメギでは，表皮細胞の垂直壁は波打ち，気孔は不規則型（副細胞を欠く）．

ツルニチニチソウ（５月）：表皮細胞の垂直壁は大きく波打つ．気孔は副細胞が平行型（より厳密に

は laterocyclic）．

ブラシノキ（６月）：表皮細胞の垂直壁は直線的だが，平行壁に突起が散在している．気孔は葉の表

面から沈み込んでいると思われ，外周付近にクチン化した細胞壁の肥厚が見られる．乾燥した気

候に適応したためかもしれない．孔辺細胞が非常に幅広い．

ビナンカズラ（７月）：表皮細胞はクチン化した細胞壁が薄いのか，あまり染色されなかった．垂直

壁は波打っている．気孔は平行型と見られ，クチン化した縁（stomatal ledge）は幅狭いが濃く染

色されている．

ヒメヒオウギズイセン（８月）：表皮細胞の垂直壁は大きく波打ち，平行壁には突起が列になって並

ぶ．気孔も規則正しく列に並び，孔辺細胞は幅広く，クチン化した縁が見られる．

ノシラン（９月）：写真の左右半分のように，気孔のある部分とない部分が，葉の裏側に縦縞になっ

て並ぶ．表皮細胞の垂直壁は直線的だが，平行壁は気孔のある部分のみ，突起が不規則に覆う．

気孔は外周付近のクチン化した細胞壁が肥厚する．

図１．名古屋大学博物館野外観察園の地図と植物の位置
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サンゴジュ（10 月）：表皮細胞のクチン化した細胞壁は薄く，垂直壁もあまり染色されない．垂直壁

はやや角が丸いがおおむね直線的．濃く丸く染まる腺点が散在している（写真にはない）．気孔は

平行型で孔辺細胞の幅はあまり広くない．幅は狭いが，クチン化した縁が濃く染色される．

カリン（11 月）：表皮細胞のクチン化した細胞壁は薄い．垂直壁はわずかに波打つ．気孔は不規則型．

葉の裏には軟毛が生え，写真では濃く染まって見える．

サザンカ（12 月）：表皮細胞の垂直壁は規則的に激しく波打つ．気孔周辺の細胞壁は肥厚するらしく，

濃く染まる．

ナンテン（１月）：表皮細胞の垂直壁は波打ち，平行壁は厚さに細かなムラがある（granular と呼ば

れる形状）．気孔は不規則型で，幅の狭いクチン化した縁が見られる．

コショウノキ（２月）：表皮細胞の垂直壁はわずかに曲がるか直線的．気孔は不規則型で，やや幅の

広いクチン化した縁が見られる．

モモ（３月）：表皮細胞はクチン化が発達しないのか，薄くしか染まらない．細胞の垂直壁は直線的．

気孔は不規則型と思われるが，周辺の細胞壁の染色が弱いため，はっきりとはタイプ分けができ

ない．気孔の形状は同じバラ科のカリン（11 月）に似るが，カリンより気孔の頻度が低い．
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